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県
口
神
総
会
【
報
告
】

理
事
長

栗
原
喜

中
郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

埼
玉
県
日
本
中

国
反
好
協
会
第
六
□
通
常
総
会

が
六
月

二
十

一
国
に
開
催
さ
れ

た
。

水
餃
子
販
売

井
上

十
二
子

川
□
市
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
た
た

ら
祭
り
」
名
物
「
不
場
中
国
の
水

餃
子
」
の
販
売
が
例
年
ど
お
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

材
料
の
手
配
、

中
国

人
鋳
物
研
修
生
に
よ
る
皮
か
ら
の

手
作
り
餃
子
、

祭
り
現
場
で
の
水

餃
子
ゆ
が
き
，

販
売
、

プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
、

大
鍋
、

筈
、

た
れ
等

々
、

備
品

の
設
置
、

撤
収
な
ど
数
多
く
の
川

□
固
中
反
好
協
会
会
員
並
び
に

川

□
錆
物
海
研
会
、

中
国
人
錆

物
研
修
生
の
方
々
の
協
力
で
無
事

に
事
故
も
な
く
，

目
標
額
を
達
成

で
き
ま
し
た
。

夏
休
み
に
な
っ
て
も
梅
雨
の
延

長
の
よ
う
な
天
気
が
続
き
人
出
が

心
配
で
し
た

一
日
目
は
景
り
で
ま

あ
ま
あ
の
人
出
。

二
日
目
は
雨
で

し
た
が
時
々
は
止
み
，

１
９
時
４
５

分
か
ら
の
花
火
打
ち
上
げ
頃
に
は

間
も
止
み
人
の
出
は
最
高
潮
で
、

花
火
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
水
餃
子

完
売
と
な
り
ま
し
た
去
年
も
食
べ

て
お
い
し
か
っ
た
の
で
買
い
に
来
ま

し
た
。

と
か
、

さ
っ
き
食
べ
て
お
い

し
か
っ
た
の
で
も
う
１
パ
ッ
ク
な
ど
、

う
れ
し
い
言
葉
と
共
に
買
い
に
き

て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

一こ
の
水
餃
子
販
売
を

通
し
て
み
な
さ
ん
に
中
国
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
、

国
中
反
好
の
伸

間
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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富

雪

塁

Ｈ

加
藤

展
補

七
月
三
十
日
川
□
戸
塚
綾
瀬
小

学
校
上
原
校
長
、

掌
菫
二
十

一
名

と
父
兄
協
会
役
員
総
勢
四
十
三
名

で
中
国
大
使
館
を
訪
問
い
た
し
ま

し
た
。

午
前
八
時
小
学
校
出
発
、

途
中

科
学
技
術
館
を
見
学
し
、

年
後

一

時
半
大
使
館
到
着
、

張
参
事
官
初

め
反
好
部
の
係
官
の
出
迎
え
を
受

け
ま
し
た
。

杜
さ
ん
の
案
内
で
庭

園
、

館
内
の
見
学
後
、

中
国
の
現

状
の
映
画
を
鑑
賞
、

そ
し
て
大
使

―
‥
ゴ
　
　
　
　
　
　
！３
一

館
職
員
の
子
女
小
学
生
八
名
と
川

□
の
子
供
た
ち
が
日
常
の
学
校
生

活
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
大
使
館
の
ご
好
意
で
出

来
立
て
の
胡
麻
団
子
と
春
巻
き
を

T中
!T市 Tマ

電

■
°平■ Tギ

軍 !!ぜ

ご
馳
走
に
な
り
、　

一
気
に
和
や
か

に
な
り
、

当
日
用
意
し
た
簡
単
な

中
国
語
の
挨
拶
な
ど

の
資
料
で
子

供
た
ち
は
お
互

い
に
話
が
弾
み
ま

し
た
年
後
四
時
前
に
正
面
玄
関
前

で
記
念
撮
影
を
し
終
百
。

午
後
五
時
過
ぎ
川
□
に
無
事
帰

着
し
ま
し
た
。

今
回
の
日
中
反
好

交
流
は
と
て
も
楽
し
く
円
満
に
運

び
ま
し
た
。

ホ
孝
土
坊
問
中
国
大
使
億

七
月
三
十
日
川
口
声
家
袋
激
小
学

的
上
原
校
共
和

二
十

一
学
生
及
家

Ｋ
、　

述
有
排
会
干
部
，

全
体
共
四

十
三
名
坊
問
了
中
国
大
使
億
。

上
午
八
点
状
小
学
出
友
、

路
上
参

冽
了
科
学
技
木
備
。

上
午

一
点
半

到
送
大
使
億
。

我
佃
受
到
了
弘
参

事
官
和
友
好
部
的
担
当
人
員

迎

接
。

由
杜
女
史
微
向
早
、

参
況
了
庭
囲

和
備
内
。

接
着
在
礼
堂
看
了
中
国
現
状
的
屯

影
、

井
且
、

人
名
大
使
備
取
員
的

小
学
生
子
女
和
川
目
的
小
該
佃

逃
述
了
交
流
、

夫
子
日
常
学
校
生

活
和
将
来
的
理
想
。

其

后
我
佃
接

受

了
大
使
備
的

好

意
、

吃
了
剛
徹
好
的
芝
麻
囲
和
春

巻
、

小
該
御
逸
吃
逸
況
互
相
次
的

半
常
起
功
、

担
当
夫
栓
各
好
了
的

簡
単
方
便
的
問
候
沼
都
用
上
了
。

下
午
四
点
前
在
正
佃
照
了
究
念
目

影
相
、
…

劣
束
了
。

く

五
点
述
后
国
到
了
川
日
。

送
次
小
学
生
日
中
友
好
交
流
遊
逃

了
羊
常
愉
快
、

半
常
囲
滋
。

川
回
帝
日
本
中
国
友
好
協
会
様

川
口
市
立
戸
塚
盤
瀬
小
学
校

校
長

上
原

車
良

先
日
は
不
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
と
保
護
者
の

心
に
残
る
す
ば
ら
し
い
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

Ｏ

知
識
在
活
用
す
る
能
力
の
育

成
に
つ
い
て

中
国

…
知
識
の
活
用
と
い
う
点
で
は
、

日
本
の
教
育
は
中
国
の
教
育
に
対
し

て
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

ど

の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

日
本

…
日
不
も
同
じ
課
題
を
持
っ
て

い
る
。

基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を

習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を

活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

必
要
な
思
者
力
、

判
断
力
、

表
現
力

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
、

言
語
活

動
や
体
験
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
本
国
の
中
国
大
使
館
訪

間
も
子
供
た
ち
に
極
め
て
貴
重
な
学

習
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｏ
　
少
人
数
指
導
の
効
果
に
つ
い
て

中
国

‥
中
国
で
は
児
童
生
徒
数
の
≡

多
い
学
校
も
象
い
。

少
人
数
学
級
や

人
数
指
導
を
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

ま
た
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
か
。

日
本

…
埼
玉
県
で
娯
　
↑
学
校

一
・

‘

、

二
年
生
は
三
十
五
人
学
級
。

三
～
六

年
学
年
は
、

四
十
人
事
級
で
あ
る
。

ま
た
、

少
人
数
指
導
の
加
配
教
員
が

お
り
、

不
校
で
は
算
数
を
中
心
に
、

少

人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

個
別
指
導
の
充
実
を
目
指

し
て
い
る
。

Ｏ
　
日
本
の
子
供
た
ち
の
生
活
実
態

に
つ
い

中
国
‥
夏
休
み
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る

が
、

公
園
な
ど
で
子
供
た
ち
が
遊
ん

で
い
る
姿
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ど
ん
な
風
に
過
ご

し
て
い
る
の
か
ヤ

日
本

‥
各
学
校
で
ノ
ー
ル
指
導
（公

開
）や
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（学

習
指

導
活

ど
を
行
っ
て
お
り
、

登
校
し
て
い

る
児
童
も
多
い
。

確
か
に
家
庭
内
で

中

ゲ
ー
ム
機
で
遊
ん
で
い
る
実
態
も
あ
２

る
。

ま
た
祖
父
母
の
家
に
帰
省
す
る

児
童
も
多
い
。
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私
た
ち
は
楽
し
い
半
日
を

過
ご
し
ま
し
た

本
多
路
子

今
週
火
躍
日
（六
月
二
十
三
日

の

」
と
）
、

私
と
金
躍
朝
ク
ラ
ス
の
五

名
は

一
緒
に
東
京
見
物
の
は
と
バ

ス
に
乗
り
ま
し
た
。

こ
の
路
線
は
参

加
申
込
者
が

一
名
で
も
運
行
さ
れ
、

当
留
参
加
で
も
大
文
夫
で
し
か
も

ガ
イ
ド
は
中
国
語
で
説
明
し
ま

す
。

私
た
ち
が
到
着
し
て
乗
車
す
る

と
き
、

一
人
の
男
性
の
中
国
人
が
い

ま
し
た
。

私
は
「
あ
な
た
は
ガ
イ
ド
で

す
か
？
」
と
聞
く
と
、

彼
は
「
私
は
ガ

イ
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
イ
ド
は

女
性
の
日
本
人
で
す
。

」
と
答
え
ま

し
た
。

私
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し

ま
し
た
、

私
た
ち
は
中
国
人
の
ガ
イ

ド
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、

日

不
人
女
性
ガ
イ
ド
は
と
て
も
親
切

で
し
た
。

彼
女
は
中
国
語
を
ゆ
っ
く

り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
、

そ
れ
で
私

た
ち
は
大
体
聴
き
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

あ
な
た
方
は
ど
う
し
て
ガ
イ
ド
が

ユ
ッ
ク
リ
話
し
て
く
れ
た
の
か
分
か

り
ま
す
か
。

と
い
う
の
は
そ
の
日
は

と
バ
ス
の
中
は
私
た
ち
六
人
の
日
本

人
と
日
本
人
の
ガ
イ
ド
だ
け
だ
っ
た

か
ら
で
す
、

も
し
こ
う
で
な
か
っ
た
ら

こ
の
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
結

果
バ
ス
の
中
は
中
国
語
教
室
と
同

じ
よ
う
Ｆ
し
た
。

バ
ス
は
出
発
後
ま

ず
皇
犀
に
行
き
ま
し
た
（中
国
人
は

皇
居
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
、

白
工
宮
は

理
解
で
き
ま
す
。

）
二
重
橋
を
見
て

か
ら
、

浅
車
へ
行
く
途
中
バ
ス
か
ら

秋
葉
原
電
気
街
を
け
ん
が
く
し
ま

し
た
。

浅
車
に
着
く
と
そ
こ
で
雷
門

を
見
て
か
ら

一
時
間
ほ
ど
自
由
行

動
で
す
、

そ
れ
ぞ
れ
曽
お
み
や
げ
を

か
い
ま
し
た
。

一
時
間
後
私
た
ち
は

「
蟹
道
楽
」
で
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。

そ
の
後

一
時
に
浅
車
か
ら
船
に
乗
り
、

ま
っ
す
ぐ
浜
松
町
の
バ
ス
停
に
向
か

い
ま
し
た
。

我
佃
述
了

一
介
愉
快
的
半
天

不
多
路
子

逮
周
星
期
二
，

班
的
五
介
同
学

一

済
覧
了
本
京
。

送
路
銭

一
介
人
根
名
参
加
也
這
行
”

当
天
銀
名
也
可
以
上
年
，

而
且
畢
勝

用
汲
沼
況
明
。

我
佃
到
了
上
卒
靖
的

時
侯
，

一
介
男
的
中
国
人
在
那
九
。

我
問
‥

「
体
是
尋
済
喝
己

他
況
‥

『
我
不
是
早
済
。

早
勝
是
女
的
日
本

人
。

」
我
佃
有

一
点
九
温
掟
，

我
佃

期
望
中
国
尋
済
。

但
是
日
本
女
早
済

綻
来
切
。

地
況
沢
活
況
得
復
慢
，

所

以
我
佃
大
概
都
噺
憧
了
。

体
佃
知
道

力
什
ム
早
済
況
沢
沼
況
得
慢
喝
的
因

力
那
天
的
巳
士
里
只
有
我
佃
六
今
日

本
人
和
日
本
早
勝
，

如
果
不
是
那
祥

的
済
〕
地
不
会
那
祥
微
的
。

努
果
，

巴
士
里
好
像
沢
沼
教
室

一
祥
。

起我
去和
坐星
吟期
多五
巴上
士午

巴
士
出
友
后
】
先
去
亀
富

（中
国
人

不
能
理
解

「
皇
居
』
　

‘池
理
解

「
皇

宮
』
）
看
了
二
重
析
。

去
浅
草
的
路

上
，

随
着
卒
沿
途
参
羽
了
秋
叶
原
屯

器
街
。

到
了
浅
草
】
在
那
九
看
了
雷

門
后
有

一
介
小
吋
自
由
活
動
，

毎
介

人
都
去
要
了
本
西
。　

一
介
小
時
后
我

佃
去

『
環
蟹
道
示
』
吃
午
坂
。

蟻
蟹

役
好
吃
。

然
后

一
点
仲
在
浅
草
上
船

一
宜
破
向
浜
松
町
巴
士
靖
。

第
九
回
中
国
映
画

鑑
賞
会
の
お
知
ら
せ前

日
稔
夫

好
評
の
中
国
映
画
無
料
鑑
賞
会
が

九
回
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
日
本

中
国
反
好
協
会
と
の
共
催
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
、

た
。

題
名
は
「我
欄
価
」

「
私
た
ち
」

―
老
婆
と
女
子
学
生
の
心
の
ふ
れ
合

い
第
十
八
回
東
京
国
際
映
画
祭
で
女

優
賞
を
、

第
二
十
五
□
中
国
映
画
金

鶏
賞
と
女
優
賞
、

監
督
賞
を
獲
得
そ

の
他
第
二
十
四
回
カ
ン
叉
映
画
祭
、

第
五
十
六
ロ
ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
で
も

入
賞
し
て
い
る
作
品
で
馬
価
文
監
督
、

金
雅
琴
、

宮
哲
　
出
演
の
心
温
ま
る

映
画
で
す
。

日
時
　
十
月
二
十
五
日
　
　
　
」

会
場
　
川
ロ
ス
キ
ッ
プ
ン
テ
ィ
彩
の

国
ビ
ジ

ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ
４
Ｆ

映
像
ホ
ー
ル

開
場
　
午
後

一
時

上
映
　
午
後

一
時
四
十
分

中
国
の
世
界
遺
産

休
憩
　
十
分

「
私
た
ち
」

終
映
　
午
後
四
時

一
部
来
賓
席
　
九
五
％

（
三
百

席
）
は
自
由
席
で
全
席
ご
招
待
で

す
。

チ
ケ
ッ
ト
ご
希
望
の
方
は

内
野
繁
子

「
じ
く
引
脚

〇
四
八
上
十六

十
・〇
九
五
三

本
多
路
子

「
じ
〈＼
引
同
Ｆ

Ｏ
四
八
上
十六
六
・五
二
八
八

川
□
市
日
中
友
好
協
会
・中
国
語

教
室
教
室
の
メ
ー
ル

ど
ち
ら
か
へ
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
メ
「
ル
で
必
要
枚
数
、

郵
便
番

口百
、

住
所
、

お
名
前
等
御
連
絡
下
さ

い
。

※
　
中
華
人
民
共
和
国
註
日
本
国
大

使
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ

に
あ

る
大
使
館
情
報
に
親
子
教
室

の
詳
細
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〓

〓

三

・

０

丁

一

Ｄ

ｏ

‐

ｑ
子
秘
宅
Ｑ
き
卜
官
＼
あ
授
ミ

汁ｄ
対
貿

博
仰

丁
ギ
う

で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
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第
二
十
回

中
国
語
発
表
の
つ
ど
い

埼
玉
県
日
本
中
国
友
好
協
会

左
記
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

埼
玉
県
日
本
中
国
反
好
協
会

期

日

一
一〇
〇
九
年

十
月

四
日

（日
▼
午
後

一
時
三
十
分
～
五
時

会
場

埼
玉
会
館

七
階

七
Ａ
会

議
室

Ｊ
Ｒ
浦

和

駅

西

□
徒

歩
六

分

「
口
Ｆ
‥
〇
四
人

（
八
二
九
）
二
四

七

一応
募
資
格

県
内
在
住

在
動
、

在
学
の
方
で
，、日

本
国
籍
を
有
す
る
者
。

（中
国
で
出
生
し
た
者
は
全
国
大
会

に
推
薦
不
可
。

）

部
門

発
表
部
門

大
学
生
部
門

高
校
生
・
一
般
部
門

団
体
部
門
の

四
部
門

◎
発
表
部
門

発
表
時
間
５
分
以

内
。

不
年
度
か
ら
学
習
を
始
め
た
人
。

中
国
語
文
原
稿
四
〇
０
字
以
内
。

◎
大
学
生
部
門

発
表
時
間
五
分

以
内
。

日
不
の
大
学
に
在
寧
し
て
い

る
者
。

業
務
と
し
て
中
国
語
を
日
常
的
に

使
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
不
可
。

◎
高
校
生

・
一
般
部
門

発
表
時

間
五
分
以
内

日
常
中
国
語
を
使
い
業
務
を
し
て
い

る
方
、

又
は
中
国
語
を
日
常
と
す
る

地
域
に
通
算
三
ケ
月
以
上
滞
在
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
（短
期
留
学
含

む
）
不
可
。

◎
団
体
部
門

合
唱
合
一曲
ま
で
Ｙ

寸
劇
そ
の
他
。

準
備
を
含
め
七
分
以

内
。

※
大
学
生
部
門
及
び
高
校
生
上

般
部
門
の
中
か
ら
入
賞
者
各

一
名

を
社
団
法
人
日
不
中
国
反
好
協
会

主
催
の
「
全
国
不
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
者
と
し
て
推
薦
し

ま
す
。

発
表
内
容

日
中
反
好
の
趣
旨
に
に

基
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自

由
で
す
。

応
募
締
切

参
加
申
込
書
（所
定
の

も
の
）
原
稿
と
も
に
九
月
四
日
（金
）

必
着

※

原
稿
が
期
日
に
遅
れ
る
場
合
は

申
込
書
の
み
を
先
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。

※

原
稿
は
日
本
語
、

中
国
語
の
２

種
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

（別
々
の

Ａ
４
用
紙
に
記
入
）

※

原
稿
は
メ
ー
ル
送
信
可
。

（原
稿

を
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
す
る
方
は
原
稿

用
紙
設
定
を
し
な
い
こ
と
。

）

最
近
の
動
き

六
月
十
五
日

事
務
局
会
議

六
月
二
十

一
日

県
日
中
第
六
回

通
常
袷
会

六
月

十
〓
「
二
日
に
い
は
お
三
十

一

暑
発
行

六
月
二
十
七
日

ス
タ
ッ
フ
会
議

七
月
十
二
日

川
□
日
中
理
事
会

七
月
十
四
日

一
一十

一
年
度
第
三

固
県
日
中
理
事
会

七
月
三
十
日

川
□
親
子
教
室

戸
塚
綾
瀬
小
学
校

八
月

一
～
２
日

た
た
ら
祭
り

ネ
キ
の
■
け
養
竹
は

「
二
咲

Ｔ
り
」

を

子
史

し

て

い
ま

す

た
た
ら
祭
り
水
餃
子
販
売

ご
協
力
の
御
礼

内
野
繁
子

川
□
錆
物
海
研
会

・中
国
人
鋳

物
研
修
生
。日
中
反
好
協
会
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

不
年
度

も
目
標
の
３
５
０
０
パ
ッ
ク
を
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
費
を
差
し

副
い
た
純
利
益
は

一
般
会
計
収
入

に
繰
り
入
れ
今
後
の
事
業
費
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

△
蚕
員
の
皆
様

に
ご
報
告
と
ご
協
力
の
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。日

中
か
わ
ぐ
ち
も
次
暑
は

第
四
十
暑
に
な
り
ま
す
。

記

念
暑
在
企
画
し
て
十
二
月
二

十
三
日
発
行
予
定
で
す
。

曽

さ
ん
の
。い」

投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

電
脳
塾

編
集

・
前
田
稿
夫

制
作

・
浅
倉
　
登


